
 

 

 

 

 

 

 

〇教科名 算数 

〇身に付けたい力 自力解決する意欲、柔軟的な思考、知識の定着 

〇個別最適な学びへ向けた工夫 児童の理解度に応じて少人数指導体制を構築した。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
クラスで話し合うこと 

によって 

『知識の定着』 
につながった。 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学びの充実に向けて」 

加須市教育委員会 

 

事例１ 個の理解度に応じた授業形態の工夫 

 

「授業スタイル」「話合いスタイル」「振り返りレベル」を習熟度別に作成した。 

見通しをもち、自分のペースで学習に取り組むことができる児童が増加した。 

自力解決ができるようになった児童や柔軟に友達の考えを取り入れられる児童が増加した。 

 
ペアで話し合うこと 

によって 

『自力解決』 
につながった。 

 

 

 
グループで話し合うこと 

によって 

『柔軟的な思考』 
につながった。 



 

 

〇教科名 数学 

〇単元名 図形の調べ方・多角形の角 

〇身に付けたい力 課題解決能力 

〇一人一台端末を生かした個別最適な学びへの工夫  

 google classroomで班に１つのgoogle Jamboardを配布。複線化で自力解決を進める。 

 教師はJamboardの様子と実際の様子を踏まえ、ファシリテートした。 

 

 

 

〇取組の工夫 google classroomを活用し、その日の授業の内容をタブレットを使い、家庭で振

り返ることができるようにした。授業内容に関連した動画を紹介したり、学習にあ

たってのヒントをコメントしたりすることで、学習意欲を喚起した。 

       また、欠席した児童生徒や不登校児童生徒の学びの保障にもつなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２ ＩＣＴを活用した複線型授業 

 

事例３ 学びの保障、家庭学習の充実 

 

毎時間の板書を各教科係が撮影し、 

Classroomにアップロードした。 

→授業内容の見直しに使用した。 

→家庭でノートのまとめ直しを行わせた。 

→欠席生徒への対応として利用した。 

授業で使用したプリントやノート 

（記入済みのもの）を掲載した。 

→授業内容の見直しに使用した。 

 


